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昭和六十年度法政大学海外短期留学の機会が与えられたので、
か
ね
て
か
ら
希
望
を
抱
い
て
い
た
英
国
へ
旅
立
っ
た
の
は
五
月
九
日
午
後
十
時
三
十
分
で
あ
っ
た
。
研
究
室
メ
ム
バ
ー
の
見
送
り
の
申
し
出
が
あ
っ
た
が
、
近
年
の
海
外
旅
行
は
珍
し
い
こ
と
で
も
な
い
の
で
一
切
お
断
り
し
た。唯、家内は成田空港を見ておき、後日の出発に備えておきた
いといってついてきて、搭乗手続をした後帰っていった。それで
も、卒業生で、千葉市在住の小沢清男君が近くだからといって来
てくれ、しばらく見送りの時を作ってくれた。
搭乗機は日本航空のジャンボ機であり、アンカレッヂ経由ロン
ドン行きであった。日航機は他社のものより安全性も高かろうと
いう信頼度もあって、遠距離飛行とはいえ不安は感じなかった。
と
こ
ろ
が
、
ア
ソ
カ
レ
ッ
ヂ
到
着
の
段
に
な
っ
て
ひ
ど
く
エ
ァ
シ
ッ
ク
と
な
八
随
想
Ｖ
法
政
史
学
第
三
十
八
号
英
国
出
発
か
ら
フ
ラ
ッ
ト
ま
で 紀
行
っ
た
。
思
え
ば
、
本
屋
敷
古
墳
群
の
調
査
報
告
の
仕
上
げ
の
事
や
会
津
の
田
島町史原稿の作成の為の疲労やらで、いささか弱っていたことは
確かであった。アンカレッヂ空港のロビーを心許なく前屈糸で歩
く
孤
独
さ
は
、
こ
の
先
の
旅
へ
の
不
安
を
か
き
た
て
る
こ
と
甚
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
止
む
な
く
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
職
員
に
ト
ラ
ベ
ル
ミ
ン
ニ
錠
と
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
依
頼
し
、
し
ば
し
ベ
ン
チ
に
休
朶
を
と
っ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
ア
ソ
カ
レ
ヅ
ヂ
か
ら
は
、
エ
ア
シ
ッ
ク
の
悪
化
を
恐
れ
て
眠
る
こ
と
を
心
懸
け
た
。
薬
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
そ
の
後
は
眠
り
続
け
て
ロ
ン
ド
ン
の
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
ま
で
無
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
食
事
も
抜
か
さ
れ
た
こ
と
を
ポ
ン
ャ
リ
と
覚
え
て
い
る
が
、
敢
え
て
要
求
す
る
気
に
も
な
れ
な
か
っ
た
。
ヒ
ー
ス
ロ
ー
に
は
、
現
地
時
間
十
日
六
時
三
十
分
頃
着
陸
し
、
入
国
手
続
も
簡
単
に
済
ん
だ
。
唯
、
こ
の
手
続
の
行
列
の
中
で
、
多
数
の
黒
人
達
と
一
緒
で
あ
っ
た
の
が
異
国
を
意
識
さ
せ
た
と
同
時
に
、
英
国
と
い
う
国
へ
の
第
一
歩
と
し
て
は
奇
妙
に
違
和
感
を
覚
え
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ロ
ン
ド
ン
市
中
の
生
活
の
中
で
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
多
人
種
の
国
と
し
て
解
消
し
て
い
く
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
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ヒ
ー
ス
ロ
ー
に
は
、
既
に
留
学
中
の
英
文
学
科
の
小
谷
洋
一
教
授
が
迎
え
に
来
て
下
さ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
「
出
迎
え
が
遅
れ
て
も
、
待
っ
て
い
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
椅
子
に
座
り
、
側
に
旅
行
カ
バ
ン
を
置
い
て
待
つ
こ
と
約
二
時
間
、
九
時
頃
に
小谷教授が見えられてホッとした。早速朝食を取り、赤塗りの二
階
だ
て
パ
ス
で
市
内
の
ホ
テ
ル
へ
向
っ
た
。
車
窓
の
風
景
は
新
鮮
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
時
折
薄
い
ピ
ン
ク
の
桜
の
花
が
見
ら
れ
た
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
桜
の
花
が
英
国
で
も
こ
の
よ
う
に
咲
い
て
い
る
と
は
意
外
で
あ
っ
た
け
れども、後にスコットランドの旅ではネス湖の北側斜面の道端の
並木にまで桜樹を見る機会があり、いささか認識をあらためさせ
られた。ホテルに荷物を置いた後には、直ちにこれからしばらく
滞在す
る
為
の
賛
部
屋
を
探
す
為
に
街
へ
出
た
。
小
谷
教
授
の
案
内で、不
動産屋「ジヤ．〈ソサービシズー｜を訪ね、手頃な部屋を紹介しても
らい、下見をした上で、そこに決めることにした。このフラット
レットがロンドＺＮ．Ｗ・３、スティールズロード十八番地で
あ
り
、
そ
の
街
路
の
南
側
に
連
な
る
建
物
の
中
程
の
、
日
本
流
で
は
三
階
の
路
の
後
側
の
部
屋
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
街
路
に
面
し
て
は
い
た
か
っ
た
が、はるかにロンドン市中心部が窓外に望まれる見晴しの良い部
屋で、かすかにリージニソト・・ハークの樹女を越えて国会議事堂
の尖塔も見え、後にはロンドン大学木部の大きな建物も確かめる
ことが出来た。当に、朝夕ロンドンの街をのぞんで暮し、時には
黄金に輝く夕日のロンドンを眺めながら夕食をとるという賛沢を
味わうことができた。一週四五ポンドという部屋代の割合には都
心にも近く、便利でもあった。このフラットレットでは炊事・シ
英
国
紀
行
（
伊
藤
）
フ
ラ
ッ
ト
レ
ッ
ト
が
都
心
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
か
も
地
下
鉄
ｚ日昌①目ロロ①のＱ〕四］戸圃］旨か因の」巴Ｎ①勺胃」〈の両駅からの便
がよかったので、毎日ロンドン市街に出歩く好運には恵まれた。
地下鉄六駅を南下すれば弓・耳の島四日○・日・斤閃・且駅であり、大
英博物館もそこから五分程の距離であり、ロンドン大学もその
一、二駅手前で降りて歩ける範囲であった。その利点は又逆に、
余り周縁部に行く機会を失くしたことにもなったようである。
市
街
で
良
く
訪
ね
た
と
こ
ろ
と
い
え
ば
、
や
は
り
大
英
博
物
館
で
あ
ろ
う。五月の下旬から六月初旬にかけては殆んど毎日のように出掛
け
て
、
陳
列
品
を
見
、
レ
ク
チ
ャ
ー
に
参
加
し
、
映
画
や
ス
ラ
イ
ド
の
興
味
ヤワーの設備もあり、日本製白黒テレビ（サソョー）、電話もあっ
た
。
不
便
と
い
え
ば
、
ト
イ
レ
が
室
外
の
階
段
下
に
あ
る
の
が
唯
一
の
不
便
であった程度である。家主は、ロンドン大学の日冨田・己・口
の９．．］・開国８口・目Ｃの目９℃。」ご日］のＣ】のロＣので経済を学んだ
というアイルランド出身の人物であり、白髪小柄な老紳士であっ
た。気さくな性格であり、一週間後には友人との昼食に招待して
く
れ
、
そ
の
後
も
数
度
に
わ
た
っ
て
お
茶
に
も
呼
ん
で
も
ら
い
、
グ
ッ
ド
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
幸
で
あ
っ
た
。
彼
、
●の。隣【旦昌・【の①日目氏とは、帰国後も文通が続いている。
こ
の
フ
ラ
ッ
ト
レ
ッ
ト
で
、
ロ
ン
ド
ン
生
活
三
ヶ
月
余
を
過
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ニ
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
見
学
六
九
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あるものには出席して象た。陳列品解説の行事にも、面白そうな
ものには参加して、展示資料をゆっくり見る｝」とにつとめた。特
に、英国の考古学的資料は極力観察した。何せ、膨大な大英博物
館の資料を丹念に見ているには時間が限られているので、主とし
て英国中心に学ぶことにしようと考えたのである。しかし、実際
のところ大英博物館の展示資料では英国のものが多いわけではな
く、かつての大英帝国時代の世界的な蒐集品が多彩に存在してい
たといえるだろう。勿論、英阿出土品では優れたものがならべら
れているのであり、特に青銅器時代以降の資料には注目された。
ケルトからローマ時代にかけての金・銀器などは、ヨーロッ．〈大
陸からの文化伝播を良く示すものであり、しかもローマ時代の遺
物・遺跡の様相は、まさにローマ征服下の大きな文化的変換を示
して余りあり、予想外のものがあった。かつて三十年前の学生の
時に、考古学洋書講読において学んだ英国の古代の様相をはるか
に越える印象を与えられ、やはり現地で一見に如くはないと感じ
たことであったロそれにしても、英国に対する大陸からの幾つか
の民族の侵入が、文物の上で明確になることかくの如き屯のであ
るとすれば、飾ってｎ本列島への大陸・半島からの文化伝播の荷
担者への理解は、これまで通り重視しなくとも良いのか、征服説
的理解
ま
で
進
め
る
べ
き
な
の
か
困
惑
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て、その
英
国
で
の
確
た
る
大
陸
か
ら
の
侵
入
者
の
足
跡
は
、
ロ
ー
マ
時
代
の
都
市
・
城壁などに最も典型的であり、英国諸都市の起源はこのローマ時
代に置かれるのである。後に、幾つかのローマ時代遺跡を訪ねる
機
会
が
あ
っ
た
時
に
、
そ
の
事
実
は
良
く
理
解
で
き
た
。
加
え
て
、
英
国
の
法
政
史
学
第
三
十
八
号
中世遺跡出土品にも素晴しいむのがあり、サットン・ホーの巨耳・□
国・・の舟葬の遺品などは驚きであった。
大英博物館の多くの資料にいささかうんざりし、レクチャーな
どにもマンネリ化を覚えた頃、同じようにレクチャーに参加した
東大ＯＤ土居通正君を知り、彼の案内でロンドン大学目の耳目の
○ｍ博・宮⑪。］・噂を訪ね、製本の行き旧いた図書室を見ることが
できた。実は、出発前に国際交流委員会の山崎さんにお願いし
て、このロンドン大学考古学部のブラック氏（渉外担当）に大学
からの依頼状を出してもらっていたのであるが、全くのナシノッ
プテであった。そこで、麻布台のロンドン大学日本事務局を訪
ね、そこの中村氏にテレックスで問い合せていただいたら、確か
に文書は届いているから、いつでも来て宜しいとの事であった。
そこで、到着後にロンドン大学の９．．〕・開○口のご旦四且鷺１，目
の日日のの（の○缶の）のシ□ぬ］・Ｉ］眉目のいの回員のｓ同肘ののに佐藤幸夫
氏を訪ね、アポイントメントをとっていただいたが、不在だ、休
暇だといって、遂に手紙も爾話もうまく通じなかった。英国流で
は一週間位待たされるのは普通ですよといわれているうちに、大
学は夏期休暇に入り、ロンドン大学での活動は諦めた方が良かろ
うと判断された。むしろ、ｎ川に博物館などを見る機会が得られ
る好機とばかり、そこで市内や各地の遺跡や博物館をまわること
に
変
更
し
た
の
で
あ
る
。
ロンドン大学にも、そのような博物館が所属しており、ＳＯＡ
Ｓ所属の目豈の弓の同日ぐ巳ロ豊丘句・巨且圏・己・閉Ｑ］旨の、のシ円斤は
実
に
豊
富
な
中
国
陶
磁
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
己
］
の
●
・
自
国
曰
亘
七○
Hosei University Repository
百ｍ耳具のの巴】の国の砿はすぐれた絵画等の名作を有する大学所属の
美術館であった。かつて、これらのコレクションは日本にも渡っ
て
展
覧
会
が
行
な
わ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
売
り
場
の
絵
〈
ガ
キ
に
は
便
利
堂
製のもの恥売られていた。考古学上では、ロンドン大学にばかの
著名なチャイルドも教鞭をとっていたし、エジプト学の。ヘトリー
の農｛ｎｍなコレクンコーソもある。日豈の■の日の冒巨の：日・【回、旨陣‐
：シ目冨の。〕・閏を訪ねた時も、教授達は皆休暇で不在であった
が、キュレーターの方が親切にしてくれたし、嫌という程エジプ
トの土器や玉類を見せられた。因染に、このコレクションを残し
た。ヘトリーは英国最初のエジプト学者であり、彼に学んだ浜田耕
作が京都大学の考古学講座の初代であり、日本考古学に基礎を与
えたことは周知のところである。これらを見て、戸ソドソ大学の
規
模
の
大
き
さ
も
思
わ
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
豊
富
な
資
料をもつ博物館や美術館を有して教育・研究に携わっている場の
恵
ま
れ
た
環
境
を
見
る
に
つ
け
、
法
政
大
学
の
そ
の
よ
う
な
施
設
の
無
さ
が
痛
く
感
ぜ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
他
の
博
物
館
や
美
術
館
と
し
て
は
、
日
げ
の
ｚ
呉
目
巳
四
の
（
。
ｑ
二口ののロ日》弓豈の●の。■・巴、巳昌巨の２日目ずののＯ］の己Ｏのごロの①白日》
弓げのご円陣。１回口目色ウの再冨巨の①巨日》ＢざのＺＰは。ご巳の口］］のご》
。］の日日のの巳］のこなど国立の施設は見て歩いた。これらの施設
は、無料で入館できるものが殆んどであり、利用するのに気持良
いものがあった。大英博物館もそうであったが、国立美術館にも
屡女出掛け、著名な絵画をゆっくりと鑑賞できたのは嬉しい限り
で
あ
っ
た
。
特
に
国
立
美
術
館
で
は
、
水
曜
日
に
は
夜
八
時
ま
で
開
い
て
い
英
国
紀
行
（
伊
藤
）
る
の
で
、
食
堂
で
夕
食
を
価
っ
て
再
び
ベ
ン
チ
へ
座
っ
て
名
画
を
鑑
賞
し
て
帰
っ
た
こ
と
も
数
度
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
入
場
無
料
で
あ
る
か
ら
こ
そ
行
け
たと思う。自然史博物館や地質学博物館には、考古学的資料もあ
り
、
時
に
は
意
外
な
と
こ
ろ
で
遺
物
の
展
示
に
出
遭
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
弓
冨
旨
巨
の
①
巨
日
・
ｍ
Ｆ
Ｃ
己
目
も
面
白
か
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
歴
史
的
資
料
を
陳
列
し
て
い
る
こ
の
博
物
館
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
大
文
化
施設を右する団員口８口の一角にある。特にここで興味をひいた
の
は
ロ
ー
マ
時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
は
、
ロ
ー
マ
時
代
に
は
冊・目ご目白と呼ばれた町を基礎としており、このシティの地域
がその追跡の上に存在している。その遺跡からの出土品が陳列さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
時
代
の
生
活
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
と共に、東側の窓外には城壁の遺構も見ることができる。勿論、
眼
下
の
城
壁
遺
構
の
見
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
中
世
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
ロ
ーマ時代の遺構はその下部に埋もれている。このローマ時代の城
壁
宛
○
日
目
Ｑ
ミ
ヨ
農
は
、
ロ
ン
ド
ン
塔
ま
で
延
び
て
、
南
側
は
テ
ー
ム
ズ
川
に
沿
っ
て
い
て
不
整
長
方
形
状
を
呈
す
る
。
ロ
ン
ド
ン
塔
を
基
点
と
す
る城壁めぐりのコースゴ凹巨ゴロ房があることがわかったので、
日
曜
日
の
一
日
を
一
人
で
歩
い
て
承
た
。
ロ
ン
ド
ン
塔
内
の
南
側
に
は
掘
り
出
さ
れ
た
ロ
ー
マ
時
代
城
壁
基
底
が
東
西
方
向
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
屈
折
し
て
北
へ
向
い
、
所
女
に
調
査
で
判
明
し
た
状
態
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
露
出
さ
せ
て
あ
っ
た
。
そ
れ
を
た
ど
っ
て
い
け
ば
、
先
の
ロ
ン
ド
ン
博
物
館
ま
で
到
着
す
る
。
途
中
で
は
、
地
下
道
の
壁
面
に
城
壁
基
礎
の
断
面
が
表
示
さ
れているところもあり、遺跡の存在を具体的に教えていたのは印
象
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
城
壁
め
ぐ
り
で
は
、
老
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
も
ナ
ッ
プ
七
一
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ザックを背負って元気良く表示板をたどっており、史跡に対する
市
民
の
関
わ
り
が
と
て
も
好
感
が
も
て
た
。
時
に
は
こ
ち
ら
が
道
を
た
ず
ね
られたりし、地図を広げて大弱りの事もあった。このロソディーー
ウムの建設は、紀元四三年にローマ人が侵入後にこの地に拠点を
作った後、同六○年のブーディカ女王（イケ一一族）の叛乱などを
経て、ローマ都市としての形を整えていった。現在知られている
のは、城壁内には奇〈シリカ・砦・公衆浴場・街路などの遺構であ
り、幾つかのモザイクなどである。大英博物館のローマ室の壁面
を
飾
っ
て
い
る
「
虎
に
乗
る
パ
ッ
ヵ
ど
の
著
名
な
モ
ザ
イ
ク
も
そ
の
一
つ
である
。
こ
の
ロ
ン
デ
ィ
ニ
ウ
ム
も
、
五
世
紀
初
め
に
は
ロ
ー
マ
人の撤退
に
伴
な
い
衰
え
て
い
っ
た
ら
し
い
。
ロンドンは、良くいわれるように公園が多い。博物館などの帰
りに気が向いた時、リージェント・・ハークや〈イド。パークをま
わ
っ
て
承
た
こ
と
も
あ
る
。
確
か
に
広
い
芝
生
と
季
節
の
花
々
は
目
に
新
鮮
であった。それと共に、公園や街路にプラタナスやトチが大きく
延
び
て
い
る
の
も
落
着
い
た
風
景
で
あ
っ
た
。
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
ト
チの木国・Ｈｍの：のの目貝であり、この樹が街路樹としてこれほど
植
え
ら
れ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
日
本
で
は
山
中
に
あ
る
ト
チ
の
木
が、英国では大きな街路樹として並び、丁度白い花や赤紫の花が
咲いている盛りであり、帰国の頃には径三～四センチの実がつい
て
い
た
。
そ
う
い
え
ば
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
も
沢
山
の
鈴
を
ぶ
ら
さ
げ
て
お
り
、
後
に
は
そ
れ
が
落
下
し
て
潰
さ
れ
、
街
路
に
茶
色
の
繊
維
を
ば
ら
ま
い
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
季
節
に
応
じ
て
バ
ラ
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
ゼ
ラ
ー
ー
ウ
ム
な
ど
の
花
が
豊
富
な
こ
と
は
、
心
地
良
い
限
り
で
あ
り
、
花
に
対
す
る
長
法
政
史
学
第
三
十
八
号
い伝統があるのだろうと推測された。
花
の
美
し
さ
や
、
広
い
庭
園
と
い
う
点
で
は
、
比
較
的
早
く
訪
ね
た
く
ソ
プトンコート。〈レスの月営の句・目の凹己のロは、写真などで良く紹
介されているものを目前にして、感激ひとしおであった。十六世
紀初めにウルジイ卿によって建てられたものがヘンリー八世に提
供
さ
れ
、
次
第
に
規
模
を
増
し
て
い
っ
た
宮
殿
で
あ
る
赤
煉
瓦
の
建
物
群
も
、
チ
ュ
ー
ダ
ー
建
築
の
一
典
型
と
し
て
素
晴
し
い
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
よ
りもむしろ広い芝生の庭園と三角帽子形に刈り込まれた樹女のた
た
ず
ま
い
が
印
象
深
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
宮
殿
で
は
、
ウ
ィ
ン
ザ
ー城やバッキンガム宮殿のように現在王室が用いているものにあ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
庭
園
を
も
ち
、
建
物
と
良
く
マ
ッ
チ
し
た
作
り
が
な
さ
れ
ている。ヨーロッ．〈を含めて、これらの宮殿のあり方と貴族・王
室の富裕層の隔絶した姿もまた歴史理解の蒙を大いに啓いてくれ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
思
っ
て
象
れ
ぱ
、
ロ
ン
ド
ン
の
大
き
な
公
園
な
ど
も
、
元
来
は
王
室
や
貴
族
の
所
有
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
狩
猟
の
場
な
ど
として用いられてきたものであった。フラットレットから近かっ
たハムステッド・ヒースなどの自然の残された広大な公園の歴史
的
変
遷
を
知
れ
ば
、
日
本
で
は
余
り
想
像
で
き
な
か
っ
た
こ
の
地
の
歴
史
的
背景がうかがえるような気がしたし、それが公園として存続利用
されていること自体に唯女感嘆するだけであった。因承に、この
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ス
の
東
の
ハ
イ
ゲ
ー
ト
墓
地
に
は
マ
ル
ク
ス
の
墓
が
あ
り
、
大
き
な
頭
部
の
像
が
見
ら
れ
る
。
中
国
の
趙
紫
陽
首
相
が
来
訪
し
た
というローカル新聞の記事と写真があったので、その中訪ねて承
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
遂
に
果
せ
な
か
っ
た
。
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英
国
紀
行
（
伊
藤
）
ストーンヘンヂにて
ロ
ン
ド
ン
が
か
つ
て
ロ
ー
マ
時
代
の
ロ
ン
デ
ィ
ニ
ウ
ム
で
あ
る
如
く
、
地
方の都市のスタートもまた多くローマ時代の都市・城砦に起原を
有している。その種のもので最初に訪ねたのは、ブリストルに近
いベース（厭忌）であった。小谷教授の御家族と大和運輸ロンド
ン支店の中村氏の御家族達に同行の機会を与えられ、二台の車で
ストーンヘンヂとこのバースを訪ねたのである。、８口の］】のロ、⑦
に
つ
い
て
は
、
既
に
日
本
で
本
を
見
、
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ので、それ程強い感激はなかった。丁度夏至が近づいていたの
で、ヒッピー達がここで集まりをもとうとして多数集まってき、
トラブルがあったことは新聞。テレビで垣間見ていた。その為、
ここを訪ねた時には近くの道路には警官が立ち、ストーンヘンヂ
のまわりの畑には有刺鉄線が目新しい渦巻をめぐらせていた。ス
ト
ー
ン
ヘ
ソ
ヂ
の
周
堀
の
外
側
に
も
綱
が
張
ら
れ
、
き
め
ら
れ
た
通
路
か
ら
しか眺められないストーソヘンヂは、写真の姿と近いものでしか
ないのは残念であった。石の細部や加工痕、問題の地中海型の短
剣の様子などが、もっと間近に見たかったところである。それに
しても紀元前一八○○年頃から同一五○○年頃まで大きく二期に
区分されるこの石柱列も、発掘の結果では木柱列などもあったこ
とを示しており、径九○メートルの堀の内側に整然と復原された
姿を想像すると驚異的であ浦。その用いられている石材も、ブリ
ス
ト
ル
海
峡
を
越
え
た
遠
隔
地
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
労
働
力
三
各
地
へ
の
小
旅
行
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St，AlbanSのローマ時代劇場跡
の
動
員
や
社
会
構
成
も
予
想
外
の
も
の
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
周知であるが、今の殺風景な牧場風景からその当時の様相を推測
る
す
の
は
仲
々
難
し
い
と
思
っ
た
。
年
代
的
に
は
新
し
い
段
階
と
な
ろ
う
が、付近の丘陵には点々と古墳の存在が見られた。この古墳の存
在からすれば、この地域が古代の有力な社会の見られたところで
あったことが想像されるのは、極めて特異な遺跡存在の背景にも
連なるだろうとは想像したところである。そして、実は、このス
トーンヘソヂからさほど遠くないところにはウッドヘンヂの遺跡
もあり、石柱ならぬ木柱が用いられていた場合もある。恐らく石
柱
は
特
別
な
例
で
あ
り
、
木
柱
を
用
い
た
幾
つ
か
の
遺
跡
が
他
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
容
易
に
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
さて、バースの話であるが、ここには今尚豊富な鉱泉が湧き、
十八世紀には上流社会の進出があり、その頃の街並が良く残り、
ロ
イ
ャ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
の
如
き
当
時
の
大
規
模
な
半
月
形
の
都
市
住
宅
な
ど
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
街
の
起
原
は
ロ
ー
マ
時
代
の
温泉街として始まった。その遺跡は現在のアピイ・チャーチ付近
の地下で発掘され、地下博物館として見ることができる。浴場の
遺構や多くの遺物から承ると、辺境の谷間の温泉にまで及んだロ
ー
マ
文
化
の
強
さ
を
良
く
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
を
訪
ね
る
小
旅
行
は
、
次
に
は
ロ
ン
ド
ン
北
方
の
、庁・少］す目のの郊外のく①【巳四日日日であった。ここでは、ロー
マ都市の城壁遺構が良く残っており、また劇場の遺跡は印象的で
あった。後に訪ねたチェスターの劇場跡よりははるかに小規模で
あ
っ
た
が
、
ロ
ー
マ
人
の
進
出
と
は
か
く
も
ロ
ー
マ
文
化
移
植
を
強
く
残
す
七
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屯のとなっていたのかと強く思わされたところである。遺跡の中
央部ではハイポニースト（床下暖一房）の遺構が良く残り、上面の
花模様のモザイクもそのまま見ることができた。残念なのは、こ
こ
に
到
達
し
た
時
に
は
フ
イ
ル
ム
が
終
っ
て
し
ま
い
、
写
真
が
撮
れ
な
か
っ
た事である。この遺跡は、一時ローマの英国進出の中心拠点とも
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
博
物
館
の
展
示
資
料
に
も
興
味
が
あ
る
も
の
が
多
かった。各種のモザイク、確而装飾、各地からもたらされた土器
類などには、その後の参考になるものが幾つかあった。
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
を
訪
ね
る
旅
は
、
ヨ
ー
ク
に
ま
で
延
ば
し
た
。
こ
の
街の邑○鳥巨ごｍ５・の地下にはローマ時代の遺構が横たわって
いる。基礎や装飾壁面その他が部分的に見られた。勿論、現在の
荘麗な寺院の下には十一世紀や十三世紀の遺構も重複しており、
その歴史的積承かさねがうかがえるように配慮してあることも注
目された。夕暮れに、帰りの時間を気にしながら城壁を一人トポ
トポと歩いていたら、反対から来た女性にどこから来たのかとた
ずねら
れ
た
。
そ
し
て
、
感
心
な
こ
と
だ
、
と
い
わ
れ
た
が
、
孤
独な夕刻
の城壁めぐりも、ここまでロンドンを離れていると心細い限りで
あった。
実は、ヨークに出掛けたいと思ったのには別の理由もあった。
家主の
マ
ッ
キ
ー
マ
ソ
氏
が
六
月
十
五
日
の
サ
ン
デ
イ
タ
イ
ム
ズ
の切抜き
をくれたのである。それには、ｓ】稠冒ぬけ【庁］】の写・ロシ頤の○三‐
の
洋
臼
ロ
の
》
と
タ
イ
ト
ル
が
あ
り
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
の
ド
リ
ッ
フ
ィ
ー
ル
ド
近
傍の一
墳
墓
で
初
期
ケ
ル
ト
の
戦
車
を
伴
う
若
い
女
性
の
埋
葬
が
発掘され
て
お
り
、
九
月
に
は
大
英
博
物
館
の
チ
ー
ム
が
発
掘
を
計
画
し
て
い
る
と
い
英
国
紀
行
（
伊
藤
）
う
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
車
（
９
日
８
斤
）
自
体
は
英
国
で
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
紀
元
一
世
紀
頃
以
降
、
即
ち
ロ
ー
マ
征
服
以
降
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ー
ザ
ー
が
英
国
に
侵
入
し
た
時
に
は
二
頭
立
戦
車
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
い
る
の
で
、
既
に
そ
れ
以前からこの種の戦車は使用されていたことになる。フランスで
は
、
紀
元
前
五
’
四
世
紀
の
墳
墓
か
ら
戦
車
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば、大陸のケルトの一派（多分。〈リン族）がヨークシャ方面に侵
入
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
域
の
ケ
ル
ト
的
文
化
の
戦
車
は
こ
の
時
期
頃
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
英
国
の
他
地
域
に
先
立
っ
て
こ
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
地
域
で
は
戦
車
も
Ⅷ
非
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
古
段
階
の
戦
車
例
で
注
目
さ
れ
る
と
共
に
、
こ
の
墳
墓
で
は
凡
そ
二
五
歳
の
若
い
女
性
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
副
葬
品
の
豊
富
さ
と
も
関
連
さ
せ
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
地
の
女
王
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
を
推
測
さ
せ
る
の
は
、
そ
の
後
三
○
○
年
程
し
た
ロ
ー
マ
征
服
時
に
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
に
は
イ
ヶ
ー
ー
の
女
王
ブ
ー
デ
ィ
カ
や
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
ビ
イ
ガ
ン
テ
ス
の
女
王
の
カ
ル
チ
マ
ソ
ド
ア
な
ど
の
女
王
が
君
臨
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
女
王
の
伝
統
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
．
〈
リ
ン
族
の
社
会
に
お
い
て
も
女
王
が
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
川
発
掘
が
予
定
さ
れ
て
い
る墳墓は、今述べた砂利採掘で偶然発掘された女性の墳墓の二倍
の
大
き
さ
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
戦
車
も
二
台
は
入
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
よ
り
重
要
な
首
長
墓
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
発
掘
が
ど
う
い
う
成
果
を
得
た
の
か
は
知
り
得
て
い
な
い
が
、
英
国
へ
の
大
陸
文
化
の
伝
播
に
も
幾
つ
か
の
多
様
な
姿
が
あ
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
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あ
り
、
こ
こ
で
も
ま
た
ケ
ル
ト
の
具
体
的
な
侵
入
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ヨ
ー
ク
の
博
物
館
な
ど
で
戦
車
の
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
未
だ
ケ
ル
ト
の
戦
車
資
料
は
多
く
は
な
か
っ
た
。
又
、
ロ
ー
マ
時
代
の
大
形
の
劇
場
が
知
ら
れ
る
チ
ニ
ス
タ
ー
に
も
出
掛
け
た
。
チ
ェ
ス
タ
ー
も
現
在
の
街
の
下
に
ロ
ー
マ
時
代
の
城
壁
を
も
つ
町
が
埋
も
れ
て
い
る
が
、
劇
場
は
城
壁
外
に
あ
っ
た
。
ア
リ
ー
ナ
を
と
り
ま
く
壁
面
の
赤
色
の
積
石
は
、
復
原
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
少
は
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
よ
く
整
っ
て
い
た
し
、
石
材
も
大
き
な
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
でも観覧席は平らな芝生となっており、線状の表示で見学の便が
は
か
ら
れ
て
い
た
。
確
か
に
ロ
ー
マ
の
中
心
部
に
お
け
る
石
横
糸
の
整
然
た
る
劇
場
と
は
異
な
り
、
英
国
で
は
観
覧
席
な
ど
は
木
製
の
も
の
も
あ
っ
た
こ
とが調査されているが、それにしてもローマ都市の構成。〈ターン
は
徹
底
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
こ
の
劇
場
遺
跡
と
城
壁
（
現
在
の
も
の
は
新
し
い
が
、
そ
の
下
部
に
ロ
ー
マ
時
代
の
基
礎
が
所
左
に見られる）の間にローマ庭園と称されるものがあった。緑の芝
生に円柱及び柱座などが並んでいるその庭園は、これが英国のも
の
と
は
思
え
な
い
錯
覚
を
お
こ
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
チ
ェ
ス
ク
ー
の
遺
跡
は
、
特
に
ロ
ー
マ
時
代
の
墓
碑
が
豊
富
な
内
容
を
も
つ
点
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
墓
碑
の
表
面
の
人
物
・
動
物
な
ど
の
表
現
は
や
や
稚
拙
の
感
は
免
れ
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
の
重
要
拠
点
に
活
躍
し
た
人
為
の
姿
を
う
か
が
う
に
は
有
力
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
博
物
館
で
は
所狭しと墓碑が並んでいた。
博
物
館
と
い
う
点
で
是
非
行
っ
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
一
つ
は
カ
ー
デ
ィ
法
政
史
学
第
三
十
八
号
フの国］のＺ目・目］冒巨の①巨冒具ゴ巳のｍであった。この街もロ
ーマ時代に基礎を置かれたところである。偶々日曜日に出掛けた
為に、二時半から五時までしか見ることができなかったが、考古
学的資料にウェールズの特徴がそれ程強く感ぜられなかった。い
うまでもなく、先史時代の石器の点では石材にも特色があるけれ
ど
も
、
そ
の
後
は
絶
え
ず
外
か
ら
の
文
化
が
影
響
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
む
し
ろ
見
ら
れ
た
。
ケ
ル
ト
的
文
化
の
残
存
な
ど
を
も
う
少
し
読
み
と
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
ま
た
亘
の
ヨ
の
」
：
句
・
房
旨
巨
②
２
日
な
ど
の
見学も加えなかった為の意識差であったろうか。街を歩いている
とウェールズ特有のスペルがあって、多少イングランドとの違い
を覚えたけれども、他には天候が急変して風雨となり、三十分程
□曰く①Ｈ臼ご○・屋①、●の階段下に身を縮めていた寒かった思い出
の方が強い。
こ
れ
ら
の
遺
跡
や
博
物
館
め
ぐ
り
の
他
に
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
を
訪
ね
て
い
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
は
二
度
出
掛
け
、
日
冨
鈩：日・】①：言ロ、の巨日や日百の口昌『の風ご昌巨の①ロ白を見、著名
な
ク
ラ
ィ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
な
ど
を
め
ぐ
り
歩
い
た
。
ア
シ
ュ
モ
リ
ー
ン
博
物
館は、大学の博物館として染れば非常に良好な資料を多く有する
点
で
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
博
物
館
が
あ
る
大
学
は
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
その点では、ケンブリッヂにもＢ胃国薗ョ】］冒日昌巨の①ロ日や
日彦のｚのゴ昌巨の①巨日印の中の昌皀のＰＲ目の。」○四８］口且国冒。‐
一・四Ｏ巴冨巨の①巨日などあって、特に考古学民族学博物館の場合に
は、良く一室の陳列を密度高く配慮してあり、勉学にも一般にも
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八月一日になって、サベナ航空で妻子が到着した。スコットラ
ンド旅行が求められていたので、一一泊三日のコーチッァーに出掛
けることにした。ヒースの覆うスコットランドの風景だけでは得
るものが少ないだろうと思っていたが、スコットランドにはスコ
ットランドの歴史があった。キソグスクロス駅から夜行列車でエ
ヂンバラヘ行き、翌朝の、ハスで出掛けるという強行軍であった
が、バスには四組も日本人が乗合せたのには驚いた。ロンドンで
は日本人が結構多いと思ったが、スコットランドの旅までかく多
いとは意外であった。〉」のツアーは、スコットランドの西北方を
まわるコースであり、恵まれた天候で風景は大いに楽しめた。
印象深かったものとしては６．９口口目のに向うところの臼の口
、。①の谷間が一つであった。ここは、一六九一一年一一月十一一一日に
有名なグレンコウの大虐殺があったところである。スコットラン
ド高地の住民達は、敗北亡命したジニームズⅡ世に代って王位
に着いたウィリアムⅢ世とメアリへの服従を喜ばなかった。しか
し、政府は服従の期限を一六九一年十二月一一一十一日と設定して宣
誓させ、恩赦を約束した。ところが、グレンコゥのマクドナルド
便がはかられていて好感がしてた。いうまでもなく両大学共恵ま
れた大学街の環境の中にあるわけであるが、やはり歴史的伝統も
加わった良好な資料が具わっていることがうかがえ、わが法政大
学のそれらの欠如がますます痛感されたところである。
英
国
紀
行
（
伊
藤
）
四
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
旅
は
そ
の
宣
誓
を
最
終
ま
で
遅
ら
せ
、
止
む
な
く
遂
に
北
方
の
フ
ォ
ー
ト
ウ
イ
リ
ア
ム
ヘ
そ
の
意
を
伝
え
る
べ
く
赴
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
は宣誓害を受領すべき責任者が居ないということで、更に南方遠
く
イ
ソ
パ
ア
レ
イ
ヘ
行
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
彼
の
宣
誓
書
が
二
、
’一一日後にエデン》くうに到着した時、国務次官ダリムプルは、これ
以
上
高
地
地
帯
で
軍
事
行
動
を
続
け
る
だ
け
の
資
金
も
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て、高地首長層に恐怖を与えて従わせようと策する好機と考え
た。そこで、「銃火と剣」の書簡が送られることになった。表面
的
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
Ⅲ
世
の
命
令
と
い
う
形
で
、
そ
れ
ま
で
グ
レ
ソ
コ
ゥ
の
谷間の住民達の間に宿営していたグレンリオンのキャムベル大尉
の率いる兵士達が突如として友好的に過していた住民達を襲った
のである。大虐殺は夜明けに突然はじまったという。約一一○○人
の住民をキャムベルと一二八人の兵士達が襲い、四○人以上が殺
害され、数人はさらし者として死に、その他にも犠牲が生じた。
唯、この少部族は盗賊であるという悪名もあり、嫌われている面
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
意
外
な
虐
殺
の
真
相
は
不
明
瞭
な
も
のがあったが、三年後のスコットランド議会はこれを明らかな謀
殺であるとした。しかし、ウィリアムⅢ世はダリムプルをかば
い、解職したの承で罪を処理した。けれども、この事件は明らか
に弁解できない汚ならしい虐殺であったことは確かであろう。結
果としては、スコットランド高地人達への見せしめとし、イング
ランドからの支配の強化がはかられ、’七○七年の両国の統合へ
の道が進められ、連合王国が成立したのである。その道筋での一
つの事件の舞台が、美しい山に囲まれたグレンコウの谷間であっ
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た
の
である。
こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
ド
ラ
ム
ド
ラ
チ
ッ
ト
と
い
う
ネ
ス
湖
の
ほ
と
り
の
ホ
テルに泊った。ここから北東のインバネスの東方には○巳］・烏口
冨
○
・
吋
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
地
は
、
一
七
四
六
年
四
月
十
六
日
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
最
後
の
戦
い
が
展
開
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
俗
称
者チャールズとカンパーランド公の軍隊がここで戦い、チャール
ズを支援したスコットランド軍は政えなく破れた。この平原には
そ
ち
こ
ち
に
〈
イ
ラ
ソ
ド
の
人
達
の
墓
石
も
点
在
し
て
お
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
無
念
さ
が
偲
ば
れ
る
よ
う
な
気
持
に
う
た
れ
た
。
こ
の
戦
い
の
後
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
民
族
的
風
俗
な
ど
も
禁
止
さ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
が
徹
底
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
は
忘
れ
が
た
い
歴
史
の
刻
ま
れ
た
土
地
で
あ
る
。
こ
の
戦
跡
を
見
て
ま
わ
っ
て
い
た
時
、
カ
ナ
ダ
か
ら
親
子
三
人
で
来
て
い
た
ロ
イ
ド
・
ス
ミ
ス
氏
が
、
一
つ
の
墓
石
の
前
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ど
う
し
た
の
か
と
い
っ
た
ら
、
こ
の
墓
が
先
祖
の
墓
だ
と
い
う
。
そ
こで、写真を一枚撮って過日送った。その先祖とのつながりは詳
し
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
英
国
か
ら
カ
ナ
ダ
へ
移
民
し
た
人
達
な
ど
に
は、スコットランドの地でのかつての戦いに一族や先祖が関わっ
て
い
た
こ
と
も
多
か
ろ
う
と
感
銘
を
受
け
た
次
第
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
沢
山
の
方
交
の
世
話
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
無
事
帰
国
することができた。まだまだ見るべきものがあったし、各大学の
法
政
史
学
第
三
十
八
号
五
帰
途
へ
研
究
状
況
な
ど
も
、
夏
休
承
が
ぶ
つ
か
ら
な
け
れ
ば
見
た
か
っ
た
と
思
っ
た
が
、
次
の
韓
国
へ
の
旅
の
準
備
も
あ
る
の
で
帰
る
こ
と
に
し
た
。
家
主
の
マ
ッキーマン氏は、帰国に際して私達親子三人に一冊ずつ本を贈っ
てくれ、涙を浮べて別れを惜しんでくれた。本当に良い人達に接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
う
一
度
機
会
を
得
て
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
帰途は、エールフヲンスで．くり経由で飛び、エアンックにもか
か
ら
ず
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
の
快
適
な
気
候
の
ロ
ン
ド
ン
に
く
ら
べ
て
、
東
京
は
蒸
し
暑
い
夏
が
続
い
て
い
た
。
法
政
考
古
学
第
扣
集
記
念
論
文
集
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